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表 1は前郭灌区の水稲生産の 1951年から 2005年までの変遷を示している４）。最も低いのは



























































1943年が 4.8万人，1944年 6.8万人，1945年 8万人にのぼり，149の灌漑・排水路の総延長

















































































































































































６）フィールド調査は 2013年 8月 14-26日に松原市で行われた。聞き取りは吉拉吐郷の錫伯屯村と鮮豊屯
村で行われた。本研究は、平成 26年度科学研究費基盤研究（B）（課題番号 24401035）による成果の一
「地域と環境」№ 13　2014.12
─ 14 ─
部である。
７）前掲《前郭爾羅斯水田開発史》《前郭爾羅斯蒙古族自治県志》に加えて，《前郭爾羅斯蒙古族自治県農業
志》（同編纂委員会編 2006年，吉林人民出版社）を用いる。
８）前掲《前郭爾羅斯蒙古族自治県農業志》p.57。
９）経済部大陸課「昭和二十年 農地開発公社関係 参考資料」アジア歴史資料センター，レファレンスコード：
B06050480700。
10）前掲《前郭爾羅斯水田開発史》，pp.14-15。
11）同上書，pp.20-24。
12）同上書，第三章「社会主義建設時期的水田開発（1949～ 1978年）」，pp.28-96。
13）このプロジェクトは，吉林省水利庁と国際協力事業団の間で締結されたもので，1992年から翌年にか
けて調査が行われ，基本計画の見直しと実施可能性が検討された。最終報告書は『吉林省前郭地区第二灌
漑区施設整備計画調査　最終報告書』（1994年）として刊行された。
14）《前郭爾羅斯水田開発史》p.167，表 28。
15）《前郭爾羅斯蒙古族自治県農業志》p.385。
16）日本中国農業農民交流協会による技術協力の展開については，藤田泉 2004.「中国吉林省への日本稲作
技術の移転記録」中国研究月報，58-10，26-35頁。
